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みなもと体験館　道志・久保分校竣工式

道 志 村 民 憲 章
私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷で

す。この地に生きることに誇りをもち、平和
な村を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは
一、自然を愛し平和な村をつくります。
一、生産に励み豊かな村をつくります。
一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村

をつくります。
一、人情といたわりの心を養い、福祉の村

をつくります。
一、明るく健康で、活力ある村をつくります。

4 月 29 日（祝）　みなもと体験館の竣工式が執り行われました。
（写真下）関係者によるテープカット　（写真右上）子供達がくす玉を割りました



平成22年６月１日（２）

・みなもと体験館の開館式 4 月 29 日(祝日) に行う
旧久保分校活用については、平成１８年度から地域住民の皆様と検討して

きました。その結果、オープンまでに次のような活動をしてきました。
◇施設改修のための視察研修　　　３回　
◇施設運営のための視察研修　　　３回　
◇久保地区住民との会合　　　　１７回

・オープンに向けての準備

◇４月１７日　　　　 引越しと「お披露目会」
◇４月２４日〜２６日  プレオープン
◇４月２９日　　　　  開館式
◇５月　１日　　　　  グランドオープン

・施設の管理運営は、指定管理者制度による

◇村条例に基づき、応募資格者から募集した結果、施設の指定管理者は、
「道志村子ども農山漁村地域協議会」に決定されました。
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■ 体験プログラムの指導者として、皆様のご参加をお待ちしております

「自然素材でもの作り」

〜 旧久保分校が生まれかわりました 〜
みなもと体験館では、「自然素材でもの作り」をコンセプトに、地域の生業・暮らしの知恵を伝承する場、

青少年教育の場など地域に学び、地域資源を活かしていく施設です。

みなもと体験館　道志・久保分校　☎ 0554−20−4688
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５月 16 日（日）に道志中学校（スタート・ゴール）を会場として、山梨百名山四つを含むロングコー
ス（41.3Km）と新設ハーフコース（20.2km）の「第２回道志村トレイルレース」を開催しました。

全国から 882 名（ロング：600 名・ハーフ：282 名）の申し込みがあり、道志村の大自然を最大限に
活かしたコースと環境に配慮した「リユース食器」の導入など「日本一の水源の郷」をめざす独自の大会
として全国に道志村の名前を発信することができました。

参加者からは、『レースの厳しさとは逆に、スタッフの方々が一生懸命で良い雰囲気でした。』や『コー
スの要所には係員の方が待機して下さって、とても有難いと思いました。』や『全国でもトップクラスの
コース（厳しさ・景色）』などの声が寄せられました。

最後に村内外各種団体やボランティア総勢 250 名のご協力により大会は無事に終了いたしましたこ
とご報告いたします。皆様のご協力に感謝申し上げます。

道志村観光協会　トレイルレース事務局

〜 皆様のご協力ありがとうございました 〜

道志村トレイルレース終了！道志村トレイルレース終了！道志村トレイルレース終了！
第２回

■出走者数：765 名　◆ロングコース：528 名　完走者数：349 名（完走率 66.1％）
◆ハーフコース：237 名　完走者数：168 名（完走率 70.9％）

意気込む参加者たち ７６０名が一斉にスタート

上位入賞者に表彰と記念品の贈呈 ラストランナーを胴上げで祝福

道志村からの参加者では、横内宣明さん（大栗）が男子ロング 39 才以下の部で第９位、
水越一樹さん（上白井平）が男子ハーフ 40 才の部で第２位の成績を収めました。
その他順位等の詳細は、道志村観光協会のホームページにて閲覧することができます。
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1．学童保育とは
両親が労働している児童の放課後や学校休業日を保護者に代わって保育することをいいます。

2．入所対象児童および定員
小学校１年生～小学校６年生（低学年優先入所）20名程度

3．入所基準
①　保護者が家庭外で労働している家庭の児童

②　保護者が家庭内で児童と離れて労働している家庭の児童

③　保護者のいない家庭の児童

④　保護者が出産の直前直後や病気等で児童の保育が出来ない家庭の児童

⑤　家庭に介護や看護をしなければならない家族がいる家庭の児童

⑥　火災や地震などの不幸があり、児童の保育が出来ない家庭の児童

4．開所場所
集いの家（馬場）

5．開所日
平成 22年７月 26日（月）～８月 24日（火）

・夏休み期間中・・・8時 30分～17 時 30 分（延長保育あり）

6．休所日
土・日・祝日・お盆休み（８月１３日～１５日）

7．保育料（夏休みのみ入所する児童）
月額　４,000 円（別途、おやつ代 2,000 円）

※　通年入所者は保育料・おやつ代は変わりません

8．注意事項
長期休暇のみの入所については、下記申請期間に入所申請の受付を行います。通年入所して

いる方は再申請の必要はありませんが審査の対象となり、入所状況によっては長期休暇も利

用できるとは限りません。

9．申請期間
平成 22年６月１日～６月 10日

10．申請場所
道志村役場住民健康課　　☎52−2113

※　申請書は、道志村役場住民健康課にあります。

平成 22 年度 夏休み
学童保育所の入所児童を募集します！！
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●子ども手当の受給対象について
中学校を卒業するまでの子どもを養育している方は、子ども１人につき、平成２２年度

については、月額１万３千円を受給できます。

●子ども手当に関する手続き
子ども手当の受給資格をお持ちの方は、｢子ども手当現

況届」を提出していただきます。現況届は、６月１０日に
送付予定の子ども手当支払通知書に同封されております。
現に養育している子ども（満18歳まで）を記入して必ず
役場住民健康課まで提出してください。

・手続きに必要なもの
① 子ども手当現況届　　　② 受給者の健康保険証の写し　　　③ 印鑑

●子ども手当現況届の提出期日
平成22年６月30日まで（期日厳守）
（提出が遅れますと、手当の支給が停止されます。）

●子ども手当の支払予定日
1. 　６月期（４〜５月分）　支払日　平成22年６月10日(木)

※ 本年６月に限り、子ども手当とは別に平成21年度分の児童手当（２・３月分）

2. １０月期（６〜９月分）　支払日　平成22年10月８日(金)
3. 　２月期（10〜１月分） 支払日　平成22年２月10日(木)

お問合せ
住民健康課　児童福祉担当

☎５２−２１１３

 子ども手当の支給が開始されます！！ 子ども手当の支給が開始されます！！ 子ども手当の支給が開始されます！！
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いきいき健康村どうし健診事業
22 年度いきいき健康村どうし健診事業（春健診）が終了しましたので報告します。今年度については

総合健診となっており、午前中に午後予定の婦人科検診が一部を除いて受けられました。効率よく健診が
大勢の方に受けられるようになりました。また、送迎ボランティアで協力していただいたあすなろ会の方
には、大変お忙しいところありがとうございました。

5/18 子宮がん自己負担金 500 円×65 名＝32,500 円
クーポン対象者　1 名　0 円

5/19 子宮がん自己負担金 500 円×42 名＝21,000 円
クーポン対象者　1 名　0 円

ご質問・ご不明な点は・・・住民健康課　出羽・伯耆・宮下・山口まで　☎52−2113

健診結果
報　告

若年健診 (20〜39) 10 9 19
特定検診 (40〜74) 99 68 167
高齢者健診 (75 歳以上) 29 26 55
詳細項目 24 27 51
追加項目 137 103 240
生活機能評価 83 54 137
生活機能検査 14 13 27
大腸がん 121 95 216
胸部 Ⅹ線 139 103 242
腹部超音波 130 100 230
胃がん検診 95 61 156
前立腺検査 44 38 82
肝炎ウィルス検査 2 2 4
核痰細胞診 4 1 5
歯科検診 81 53 134

検 査 項 目
検診受診者数(名)

5 月 18 日 5 月 19 日 合  計
マンモ 1 方向 46 23 69
乳腺超音波 36 28 64
骨密度 72 40 112
甲状腺超音波 75 41 116
子宮がん検診 65 42 107
クーポンマンモ 1 方向 6 0 6
クーポンマンモ 2 方向 2 2 4
クーポン子宮がん 1 1 2

検 査 項 目
検診受診者数(名)

5 月 18 日 5 月 19 日 合  計

総合健診 健診受診者　5 月 18 日　１５３名
5 月 19 日　１１６名

婦人科検診 健診受診者　5 月 18 日　９１名
5 月 19 日　５７名

●健診結果について⇒１ヶ月ほど後になりますが、事後指導を予定しています。そこで結果をお渡しし
ますので通知をお待ちください。個別に通知いたします。

●今後の健診の申し込み予定について⇒秋（９月）に予定の健診の申し込みは７月末に健康づくり推進
員が申込を取ります。自治会外は直送となります。また、健診日・会場については３月広報のとおり
です。

●クーポン対象者（乳がん・子宮がん）について⇒秋（9 月 2 日）に予定の検診で申し込んでください。
乳がんクーポン対象者は集団検診でなければ検診が受けられませんのでのがさない様にお願い致し
ます。子宮がんクーポン対象者は施設での検診も可能です。質問等ありましたらご連絡してください。



（７）

寅さんの作品教室が始まります!!

6 月のつぼみっこくらぶ

【内　容】　　
＊都合で変わることがありますので、参加希望の際はご確認下さい

対　象：村内に住所を有する 65 歳以上の人
会　場：水源の郷　やまゆりセンター（変更の時は、随時連絡）
時　間：午後１：３０～３：３０
費　用：材料費として、初回に２,０００円を徴収

（内容により、徴収することあり）
講　師：古屋寅三・藤原　依

6 月  9 日　籐細工（鍋敷等）
6 月 23 日　籐細工
7 月  7 日　風鈴
7 月 21 日　調理「夏野菜を使って」
8 月  4 日　布草履
8 月 18 日　布草履

つぼみっこは今月もお子さんの元気を応援します。対象者は、保育所入所前のお子さんと保護者です。

◎手作りおやつを作って試食してみよう！
日時　　６月８日（火）　午後２時〜

場所　　やまゆりセンター

講師　　古谷けい子栄養士

内容　　簡単に作れるヘルシーおやつ作りをしたあと試食します。家でも作れておいしいおやつ

が好評です。乳児さんもぜひご参加ください。

◎楽しく３ｂ体操をやってみよう！
日時　　６月２２日（火）　午前 10時〜12時

場所　　やまゆりセンター

講師　　３ｂ公認指導者　大森なな子さん

内容　　歌や音楽に合わせて思いっきり体を動

かせます。子供さんだけでなく大人も

一緒に楽しく体を動かしましょう。

乳児さんもぜひご参加ください。

※体操の後、バルーン遊びもあります。

お問合わせ 役場住民健康課保健師（伯耆・宮下）

☎５２−２１１３

9 月  1 日　村外教室
9 月 15 日　竹細工
9 月 29 日　竹細工

10 月 13 日　木工
10 月 27 日　木工
11 月 10 日　クリスマス飾り
11 月 24 日　正月飾り・調理

日　程 内　　　容 内　　　容日　程

バルーンで犬を作ってます
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2
六
月
の
予
定

診 療 所 だ よ り
今回は5月25日の‘つぼみっこ’でもお話させていただいた、小児予防接種なかでも任意接種に位置

づけられている、おたふくかぜワクチン、水痘（水ぼうそう）ワクチン、ヒブワクチンについて説
明させていただきます。
◆おたふくかぜワクチン

生ワクチンです。発病防止の有効率は約90%です。副反応として、耳下腺の軽度腫脹が1%にみら
れます。無菌性髄膜炎の副反応報告頻度は、接種2,000−3,000人に1例程度です。自然感染での無
菌性髄膜炎の合併が1−3%あることや難聴のおそれもあること、罹患すると保育園や学校を長期間
休まなければならないこと考慮すると、接種することをお勧めします。
◆水痘（水ぼうそう）ワクチン

生ワクチンです。麻疹・風疹ワクチンなどの生ワクチンに比べ、その効果は少し劣ります。この
ワクチンを受けた児のうち、約20%は、後に水痘（水ぼうそう）にかかることがあります（発症予
防率80%）が、もしかかっても軽くすむとされています。健康小児、成人では副反応はほとんど認
められませんが、時に発熱、発疹がみられ、まれに局所の発赤、腫脹、硬結（しこり）がみられま
す。
◆インフルエンザ菌b型（Hib…ヒブ、と読みます）ワクチン

インフルエンザ菌は７種類に分類されますが、髄膜炎、敗血症、肺炎などの重篤な感染症の原因
となるのは主にb型のため、ワクチンとしてこのb型が使われています。このワクチンは世界的に広
く使われていますが、日本でも平成20年12月に接種できるようになりました。現在は供給量が少
ない状態ですので、予約を取っていただく必要があります。

接種スケジュールとしては、生後2−3ヵ月頃より、4−8週間間隔で３回接種を行い、約１年後
に１回追加接種を行います。接種開始が７ヵ月以上12ヵ月未満の場合は通常初回接種２回、追加接
種１回となり、接種開始が１歳以上５歳未満の場合は通常１回と、接種回数が接種開始年齢により
異なります。またHibへの抵抗力は３歳以降急速に上昇するので５歳以上でのワクチン接種は必要
ないとされています。副反応としては、局所反応が中心で、発赤、腫脹、硬結、疼痛がみられます。

以上ですが、ご不明な点は診療所または村役場・住民健康課までご連絡下さい。
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、
充
実
し
た
旅

行
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
学
校
生
活
も

お
互
い
に
支
え
合
い
、

卒
業
ま
で
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
徒
の
川
柳
よ
り

思
い
出
と
�い
う
名
の
み
や
げ
�持
ち
か
え
る
　
　
������������

山
口
　
純
平

地
図
忘
れ
�心
表
す
�空
模
様

佐
藤
　
皓
佑

新
幹
線
�ゆ
ら
れ
ゆ
ら
れ
て
�来
た
京
都

出
羽
　
　
剛

雨
の
日
の
�京
都
の
町
を
�か
け
ま
わ
る

杉
本
　
　
愛

「
あ
っ
見
て
」
と
�指
さ
す
先
に
�鹿
親
子
������������������

長
田
　
真
一

生
徒
の
作
文
よ
り

広
島
で
は
「
学
ぶ
旅

行
へ
」
と
一
瞬
で
変
わ

っ
た
。
長
尾
さ
ん
の
お

話
を
一
人
の
人
間
と
し

て
真
剣
に
聞
き
、
当
時

の
恐
ろ
し
さ
、
悲
惨
さ

を
心
の
底
か
ら
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、

一
生
懸
命
に
話
し
て
く
だ
さ
る
長
尾
さ
ん
の

姿
に
感
動
し
、
人
の
温
か
さ
を
感
じ
た
。

僕
も
た
く
さ
ん
の
人
の
支
え
の
中
で
生
き

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
人
の
温
か
み
を
大
切

に
し
な
が
ら
生
き
て
い
こ
う
と
思
っ
た
。
　
　
　
　
　

天
野
　
和
哉

一
番
思
い
出
に
残
っ
た
の
は
班
行
動
だ
。

朝
か
ら
雨
で
、
こ
の
ク
ラ
ス
は
行
事
で
雨
に

降
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
最
初
の
お

寺
か
ら
少
し
迷
っ
た
が
予
定
を
こ
な
す
こ
と

が
で
き
た
。途
中
、龍
安
寺
で
カ
メ
ラ
を
拾
っ

た
。
持
ち
主
を
捜
し
た
け
れ
ど
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
、
濡
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル

を
か
け
て
次
の
お
寺
へ
行
っ
た
。
班
員
は
最

後
ま
で
カ
メ
ラ
の
こ
と
を
心
配
し
て
い
た
。

み
ん
な
の
優
し
さ
が
分
か
っ
た
出
来
事
だ
っ

た
。
こ
の
修
学
旅
行
で
友
達
の
良
い
面
や
長

尾
さ
ん
の
お
話
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

ん
だ
。
絵
馬
に
も
書
い
た
「
全
員
合
格
」
に
向

け
て
、
こ
れ
か
ら
も
学
校
生
活
を
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。

佐
藤
　
　
優

学校だより 道志中学校 (第48号）

中
は
三
十
三
間
堂
・

清
水
寺
・
東
寺
を
見

学
し
ま
し
た
。
三
十
三

間
堂
の
千
手
観
音
、
清

水
の
舞
台
か
ら
の
京

都
の
町
並
み
、
東
寺
の

五
重
塔
や
立
体
曼
荼

羅
な
ど
に
感
激
し
な

が
ら
、午
後
は
広
島
へ
向
か
い
ま
し
た
。そ
の

日
の
夜
、
被
爆
体
験
者
の
長
尾
ナ
ツ
ミ
さ
ん

を
お
招
き
し
て「
平
和
講
演
会
」を
行
い
ま
し

た
。
十
四
歳
の
時
の
と
て
も
辛
い
体
験
を
う

か
が
い
、
原
爆
の
惨
さ
を
知
り
平
和
へ
の
思

い
を
新
た
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
長

尾
さ
ん
の
お
話
は
生
徒
の
心
に
一
生
残
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

四
日
目
の
最
終
日
、
広
島
平
和
公
園
内
の

「
原
爆
の
子
の
像
」
の
前
で
平
和
集
会
を
行

い
ま
し
た
。「
ヒ
ロ
シ
マ
の
有
る
国
で
」
を
心

を
込
め
て
歌
い
、
ヒ
ロ
シ
マ
の
地
で
平
和
を

誓
い
ま
し
た
。

三
年
生
は
、
四
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
四

日
の
三
泊
四
日
で
京
都
・
奈
良
・
広
島
方
面

へ
修
学
旅
行
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
総
合
学
習
の
時
間
等
で
一
年
生
の
頃
か

ら
平
和
に
つ
い
て
の
学
習
を
し
、
焼
津
の
宿

泊
学
習
や
第
五
福
竜
丸
で
の
講
話
を
通
し
て

「
人
と
し
て
幸
せ
に
生
き
る
意
味
」
を
考
え

て
き
ま
し
た
。ま
た
、京
都
・
奈
良
の
文
化
遺

産
に
触
れ
、
そ
の
価
値
を
学
習
し
て
き
ま
し

た
。修
学
旅
行
で
は
、今
ま
で
学
ん
で
き
た
こ

と
を
生
か
せ
る
よ
う
に
、テ
ー
マ
を「
温
故
知

新
」～
文
化
・
歴
史
、そ
し
て
人
の
優
し
さ
を

知
る
旅
～
と
し
て
臨
み
ま
し
た
。

一
日
目
は
、三
島
か
ら
新
幹
線
で
京
都
、そ

こ
か
ら
バ
ス
で
奈
良
へ
行
き
ま
し
た
。
法
隆

寺
で
は
世
界
最
古
の
木
造
建
築
や
飛
鳥
・
白

鳳
の
仏
像
を
堪
能
し
ま
し
た
。
奈
良
公
園
で

は
東
大
寺
や
二
月
堂
、三
月
堂
を
見
学
、新
し

く
な
っ
た
興
福
寺
の
国
宝
館
の
阿
修
羅
像
に

多
く
の
生
徒
が
感
激

し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
班
別

自
主
行
動
で
京
都
市

内
を
一
日
見
学
し
ま

し
た
。
あ
い
に
く
の

雨
だ
っ
た
り
、
電
車

の
乗
り
換
え
等
で
ハ

プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
無
事
に
計
画
通
り
に
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
、
仲
間
と
の
絆
を
深
め
る
こ
と
の

で
き
た
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

三
日
目
は
早
朝
か
ら
智
積
院
の
お
勤
め
に

参
加
し
ま
し
た
。
お
経
の
声
が
御
堂
一
杯
に

響
き
、荘
厳
な
雰
囲
気
を
感
じ
ま
し
た
。午
前

修
学
旅
行
の
思
い
出
特
集

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
　
一
つ
の
原
子

爆
弾
が
広
島
の
命
を
奪
っ
た

多
く
の
人
々
の
未
来
が

一
瞬
に
し
て
消
え
た

亡
く
な
っ
た
人
々
の
叫
び

残
さ
れ
た
者
の
怒
り
と
悲
し
み

決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

墜
ち
て
い
く
飛
行
機
に
の
っ
た

知
覧
の
若
者
を

第
五
福
竜
丸
の
悲
劇
を
知
る

大
石
さ
ん
の
涙
を

全
て
を
奪
わ
れ
た

被
爆
者
の
叫
び
を

風
吹
け
鶴
よ
ヒ
ロ
シ
マ
の
有
る
国
の

灯
る
戦
い
の
火
種
を
消
す
た
め
に

は
ば
た
け
鶴
よ
ヒ
ロ
シ
マ
の
有
る
国
に

平
和
の
風
を
吹
く
た
め
に

飛
び
立
て
鶴
よ
ヒ
ロ
シ
マ
の
有
る
国
に

私
達
の
祈
り
を
届
け
る
た
め
に



平成22年６月１日（10）

●
運
動
機
能
向
上
教
室

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
運
動
機
能

の
向
上
・
運
動
の
習
慣
づ
け
が
で
き
る
よ

う
に
毎
月
２
回
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
音
楽
に
の
っ
た

有
酸
素
運
動
・
ボ
ー
ル
を
使
用
し
た
筋
肉

向
上
運
動
・
ポ
ー
ル
を
使
用
し
て
の
筋
肉

伸
展
運
動
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
関
心
の
あ
る
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
　
６
月
は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

平
成
22
年
６
月
２
日
（
水
）・

16
日
（
水
）
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

講
師
　
健
康
運
動
指
導
士
　
浜
田
先
生

申
込
・
問
合
せ

道
志
村
役
場
　
住
民
健
康
課

☎
０
５
５
４
–52
–２
１
１
３

■
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
の

準
備
を
お
急
ぎ
下
さ
い

地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
平
成
23
年
７
月

24
日
で
終
了
し
ま
す
。
�

デ
ジ
サ
ポ
山
梨
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
つ
い
て
皆
様
の
相
談
や
質
問
に
お
答

え
し
ま
す
。
�

◆
粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
に
つ
い
て

次
の
場
所
で
粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
を
実
施

す
る
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

当
日
は
収
集
場
所
に
回
収
業
者
が
い
ま

す
の
で
、
直
接
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
粗
大
ゴ
ミ
に
は
収
集
で
き
る
も

の
と
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
社
会
教
育
事
業
「
茶
道
教
室
」

終
了
記
念
お
茶
会
が

開
か
れ
ま
し
た

４
月
24
日（
土
曜
日
）に
、全
10
回
の
稽

古
で「
盆
手
前
」を
取
得
し
た
、大
日
本
茶

道
学
会（
講
師
・
佐
藤
幸
子
）の
生
徒
さ
ん

に
よ
る
お
茶
会
が
開
か
れ
、
20
名
ほ
ど
の

お
客
様
が
お
み
え
に
な
り
ま
し
た
。
茶
道

独
自
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
、
一
般

の
お
客
様
に
初
め
て
の
お
茶
を
点
て
と
て

も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、お
客
様
に

は
、
季
節
の
お
い
し
い
お
菓
子
に
お
抹
茶

で
た
い
へ
ん
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
第
79
回
横
浜
開
港
記
念
バ
ザ
ー

へ
参
加
し
ま
す

６
月
１
日
（
火
）
～
６
月
７
日
（
月
）
の

７
日
間
、
第
79
回
横
浜
開
港
記
念
バ
ザ
ー

に
て
道
志
村
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
、多
く
の
横
浜
市
民
に「
友
好
・
交
流
の

里
、道
志
村
」を
Ｐ
Ｒ
し
、道
志
村
を
知
っ

て
も
ら
い
、魅
力
を
伝
え
ま
す
。物
産
展
を

開
催
し
、
道
志
村
の
魅
力
あ
る
特
産
品
を

通
じ
て
、
道
志
村
へ
足
を
運
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
働
き
か
け
ま
す
。

お

知

ら

せ

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

催
し

情
報

■善之木体育館駐車場
7 月 4 日㈰　午前 7 時から 12 時まで

■やまゆりセンター (唐沢体育館) 国道下　大駐車場
7 月 11 日㈰　午前 7 時から 12 時まで

■道志中学校グラウンド
7 月 18 日㈰　午前 7 時から 10 時まで

■道志小学校駐車場
午前 10 時から 12 時まで

■みなもと体験館（旧久保分校）駐車場
7 月 25 日㈰　午前 7 時から 10 時まで

■月夜野消防団詰所
午前 10 時 12 時まで
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受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

（
土
日
祝
日
は
午
後
６
時
迄
）

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
　
デ
ジ
サ
ポ
山
梨

（
総
務
省
山
梨
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援

セ
ン
タ
ー
）

☎
０
５
５
–２
１
３
–２
２
０
０

■
停
電
情
報
公
開
サ
ー
ビ
ス
が

始
ま
り
ま
し
た

東
京
電
力
㈱
で
は
、
平
成
22
年
５
月
18

日
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た
停

電
情
報
の
公
開
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し

た
。具

体
的
に
、停
電
が
発
生
し
た
際
に
、情

報
を
10
分
間
隔
で
シ
ス
テ
ム
に
て
自
動
的

に
集
計
・
更
新
処
理
し
、
停
電
地
域
や
復

旧
見
込
み
時
刻
を
専
用
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用

い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
情
報
を
文
字
情
報
と
し
て

●
貸
金
業
法
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す

借
り
過
ぎ
・
貸
し
過
ぎ
を
防
ぐ
た
め
、

本
年
６
月
18
日
に
貸
金
業
法
が
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。

【
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
】

※
年
収
の
３
分
の
１
を
超
え
る
額
の
新
規

の
借
り
入
れ
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

※
借
り
入
れ
の
際
、基
本
的
に「
年
収
を
証

明
す
る
書
類
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
金
融
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

金
融
庁
H
P

http.w
w
w
.fsa.go.jp/

問
合
せ
先

甲
府
財
務
事
務
所
理
財
課

☎
０
５
５
–２
５
３
–２
２
６
１

山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
–２
３
５
–８
４
５
５

◆
平
成
22
年
度
自
衛
官
募
集
！

◎
陸
・
海
・
空
自
衛
官
候
補
生

◎
陸
・
海
・
空
一
般
曹
候
補
生

資
　
　
格
　
18
才
以
上
27
才
未
満
の
者

受
付
期
間
　
平
成
22
年
８
月
１
日
～

９
月
10
日

試
験
日
　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
で
も
提
供
し
て
い
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
U
R
L

〈
パ
ソ
コ
ン
〉

http://teideninfo.tepco.co.jp/

〈
モ
バ
イ
ル
〉

http://teideninfo.tepco.co.jp/i/

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

関
東
の
１
都
６
県
と
山
梨
県
、
富
士
川

以
東
の
静
岡
県

●
市
民
法
律
講
座
・
無
料
法
律
相
談
会

の
開
催
に
つ
い
て

開
催
日
　
平
成
22
年
６
月
12
日（
土
）

時
間
　
　
午
後
１
時
30
分
～

場
所
　
　
甲
府
市
中
央
１
‐
８
‐
７

山
梨
県
弁
護
士
会
館

★
市
民
法
律
講
座

「
離
婚
時
の
財
産
給
付
に
関
す
る
基
礎

知
識
」

講
師
　
川
崎
　
杏
奈

★
無
料
法
律
相
談
会

・
離
婚
・
親
権
等
に
関
す
る
相
談

・
Ｄ
Ｖ
・
ス
ト
ー
カ
ー
等
に
関
す
る
相
談

・
子
供
の
貧
困
・
生
活
費
に
関
す
る
相
談

問
合
せ
先

山
梨
県
弁
護
士
会

☎
０
５
５
–２
３
５
–７
２
０
２

問
合
せ
先

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

☎
０
５
５
４
–２
２
–１
２
９
８

◆
「
や
ま
な
し
エ
コ
ラ
イ
フ
県
民
運
動
」

参
加
団
体
、
推
進
店
募
集

◎「
Ｃ
Ｏ
2
ゼ
ロ
や
ま
な
し
」を
目
指
し
て

は
じ
め
よ
う
エ
コ
ラ
イ
フ
！

「
や
ま
な
し
エ
コ
ラ
イ
フ
県
民
運
動
」

は
、
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
量
に
消
費

す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、
地
球

温
暖
化
問
題
に
対
応
す
る
と
と
も
に
持
続

可
能
な
社
会
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
、

県
民
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
や
す
い
７
つ

の
運
動
を
提
唱
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現
を
目
指
す
運
動
で

す
。

◎
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す

こ
の
運
動
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
１
つ
以

上
の
運
動
に
取
り
組
む
山
梨
県
内
の
団
体

を
募
集
し
ま
す
。
日
常
の
生
活
の
中
で
実

践
で
き
る
運
動
で
す
。
参
加
し
や
す
い
運

動
か
ら
実
行
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
内
容

①
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
　
②
マ
イ
は
し
運

動
　
③
マ
イ
ボ
ト
ル
運
動
　
④
リ
ユ
ー

ス
び
ん
運
動
　
⑤
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
運
動

⑥
緑
の
カ
ー
テ
ン
運
動
　
⑦
環
境
家
計

簿
運
動

◎
推
進
店
を
募
集
し
ま
す

こ
の
運
動
を
推
進
す
る
た
め
、
県
民
の

日
々
の
生
活
に
お
け
る
エ
コ
活
動
を
支
援

募
集

生
活
・
環
境
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す
る
「
や
ま
な
し
エ
コ
ラ
イ
フ
県
民
運
動

推
進
店
」
の
登
録
制
度
を
平
成
22
年
10
月

１
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。
運
動
の
趣
旨
に

賛
同
し
、
推
進
店
と
し
て
登
録
を
希
望
す

る
店
舗
や
事
業
所
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

募
集
店
舗
等

①
マ
イ
バ
ッ
グ
推
進
店
　
②
マ
イ
は
し

／
リ
ユ
ー
ス
は
し
推
進
店
　
③
マ
イ
ボ

ト
ル
推
進
店
　
④
リ
ユ
ー
ス
び
ん
推
進

店
　
⑤
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
店
　
⑥
緑

の
カ
ー
テ
ン
推
進
店

募
集
期
間

年
間
を
通
じ
て
い
つ
で
も
参
加
で
き
ま

す
。（
平
成
22
年
10
月
１
日
か
ら
推
進
店
と

し
て
登
録
を
希
望
す
る
店
舗
等
に
つ
い
て

は
平
成
22
年
８
月
31
日（
火
）ま
で
）

問
合
わ
せ
・
申
込
先

山
梨
県
環
境
創
造
課

☎
０
５
５
–２
２
３
–１
５
０
６

FAX
０
５
５
–２
２
３
–１
５
０
７

応
募
用
紙
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
http://w
w
w
.pref.yam
anashi.jp/

kankyo-sozo/ecostore.htm
l）か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
山
梨
県
立
盲
学
校
か
ら
お
知
ら
せ

山
梨
県
立
盲
学
校
は
、
視
覚
障
が
い
の

あ
る
方
の
職
業
自
立
を
目
指
し
た
職
業
学

科
が
高
等
部
に
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

視
力
が
弱
い
た
め
に
車
の
運
転
が
で
き
な

い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
就
職
問
題
で
悩
ん

で
い
る
方
、
視
力
低
下
に
伴
い
現
在
の
仕

事
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
方
、
中
学
校
・

高
等
学
校
卒
業
後
、
適
当
な
進
路
が
見
つ

か
ら
な
い
方
や
そ
の
御
家
族
、
ま
た
そ
う

し
た
方
々
を
支
援
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
ぜ

ひ
、
本
校
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
校
で
は
、
そ
の
よ
う
な
皆
様
に
学
校

見
学
及
び
入
学
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。お
気
軽
に
御
来
校
く
だ
さ
い
。お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
場
所
及
び
時
間
帯

山
梨
県
立
盲
学
校
（
甲
府
市
下
飯
田
２
-10
-２
）

【
学
校
見
学
及
び
入
学
相
談
】

年
間
通
し
て
電
話
及
び
メ
ー
ル
に
よ

る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

毎
週
月
曜
日
午
前
９
時
か
ら
正
午
、

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時

ま
で
を
学
校
見
学
及
び
入
学
相
談
日
と

し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

【
授
業
見
学
週
間
】

平
成
22
年
７
月
12
日
（
月
）～

７
月
16
日
（
金
）
　

高
等
部
本
科
保
健
理
療
科
、
専
攻
科

保
健
理
療
科
及
び
専
攻
科
理
療
科
の
授

業
を
公
開
し
ま
す
。

◆
入
学
条
件
及
び
取
得
で
き
る
受
験
資
格

【
高
等
部
本
科
保
健
理
療
科
】

中
学
校
卒
業
者（
卒
業
見
込
み
）ま
た

は
そ
れ
と
同
等
の
学
力
の
方
、
あ
ん
摩

マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
国
家
試
験
受
験
資

格
　
　
　

【
高
等
部
専
攻
科
保
健
理
療
科
及
び

高
等
部
専
攻
科
理
療
科
】

高
等
学
校
卒
業
者（
卒
業
見
込
み
）ま

た
は
そ
れ
と
同
等
の
学
力
の
方

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り

師
、
き
ゅ
う
師
国
家
試
験
受
験
資
格

申
し
込
み
方
法
　

事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
立
盲
学
校
　
教
務
係

担
当
：
白
倉
、
保
坂

☎
０
５
５
–２
２
６
–３
３
６
１

FAX
０
５
５
–２
２
６
–３
３
６
２

E-m
ail
ysvi@
kai.ed.jp

◆
夏
の
Eye
愛
ひ
と
み
相
談
会

お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障

害
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
課
題

が
あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る

先
生
な
ど
、目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
及
び
会
場

７
月
10
日
（
土
）、
７
月
11
日
（
日
）、

８
月
28
日
（
土
）

山
梨
県
立
盲
学
校
　

（
甲
府
市
下
飯
田
２
-10
-２

☎
０
５
５
-２
２
６
-３
３
６
１
）

８
月
29
日
（
日
）

山
梨
県
立
あ
け
ぼ
の
支
援
学
校

文
化
交
流
館

（
韮
崎
市
旭
町
上
條
南
割
３
２
５
１
-１

☎
０
５
５
１
-２
２
-６
１
３
１
）

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で
。

相
談
費
用
　
無
料

◆
申
し
込
み
方
法
　
前
日
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
立
盲
学
校

Eye
愛
ひ
と
み
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
：
佐
田

☎
０
５
５
–２
２
６
–３
３
６
１

FAX
０
５
５
–２
２
６
–３
３
６
２

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

先
月
発
行
の
広
報
ど
う
し
５
月
号
に
お

い
て
、
12
ペ
ー
ジ
の
こ
ど
も
手
当
の
支

払
い
期
月
「
２
月
期
」
10
～
２
月
分
と

あ
り
ま
し
た
が
、
10
～
１
月
分
の
間
違

い
で
す
。

訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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池の原団地（道志中学校裏）の２戸が空室になりましたので、入居を希望する方は産業振

興課村営住宅担当までお申し込みください。

１．入居資格
①現に同居し、又は同居しようとする親族（婚姻の届出をしないが事実上婚姻関係と同様の事情

にある者その他婚姻の予約者を含む。以下同じ。）があること。

②公営住宅法で定める収入基準に該当するものであること。

③現に住宅に困窮していることが明らかな者であること。

④村内に住所又は勤務場所を有する者であること。

２．申込時に必要な書類
①入居申込書・・・産業振興課　建築住宅担当

②住民票の謄本（続柄が記載されたもの）・・・住民健康課　戸籍担当

③入居希望世帯全員の所得がわかる書類

○平成 20 年分の給与所得の源泉徴収票・・・勤務先

または

○平成 21 年度（平成 20 年分）の所得及び村・県民税課税証明書・・・総務課　税務担当

④収入申告書・・・産業振興課　建築住宅担当

⑤納税証明書・・・総務課　税務担当

３．選考方法
申込者が複数いる場合は、入居希望世帯全員の所得金額等と住宅の困窮度等または、公開抽選

により入居者を決定します。

４．問い合わせ・申込先
道志村役場　産業振興課　

地域整備グループ　建築住宅担当　佐藤好起　☎0554−52−2114

＊家賃は、入居を希望される世帯全員の所得金額等により決定します。
＊村営住宅では、犬・猫等のペットを飼うことは出来ません。
＊敷金として家賃の３ヵ月分を納入していただきます。

道志村
7672 番地の 2

場　　所 団地名 戸 の 位 置 構造 床面積 部　屋 備考

池の原
Ｂ棟２号室

Ｄ棟３号室(出窓あり)

ＲＣ
３階建

59.09㎡
(17.9 坪) 築 22 年

３ＤＫ
トイレ・UB

村営住宅入居者募集のお知らせ村営住宅入居者募集のお知らせ村営住宅入居者募集のお知らせ



5 月 17 日道志村議会臨時会が開かれ、議会構成の
改選が行われました。新しい構成は次のとおりです。
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平
成
22
年
春
の
叙
勲

出
羽
公
昭
さ
ん
が
受
章

5/7 伝達式にて

大田村長から記念品の贈呈

村議会議員の議会構成が変更になりました

◯委員名簿
監　　　査　　　委　　　員　　佐 藤 一 仁
消　　　防　　　委　　　員 　 白 井 勝 光 　 　 池 谷 寿 男 　 　 渡 辺 胆 男
国民健康保険運営協議会委員 　 藤 原 光 政 　 杉 本 秀 明
観 光 施 設 等 運 営 委 員 　 水 越 　 昭 　 佐 藤 一 仁 　 　 渡 辺 胆 男

上 　 下 　 水 　 道 　 委 　 員 水 越 　 昭 　 池 谷 寿 男 　 　 白 井 勝 光
杉 本 秀 明 　 　 佐 藤 茂 美 　 　 湯 川 六 昭

東 部 広 域 連 合 議 員 　 佐 藤 茂 美
後 期 高 齢 者 医 療 連 合 議 員 　 水 越 　 昭

◯委員会名簿

総務文教常任委員会  白 井 勝 光  佐 藤 茂 美  杉 本 秀 明  佐 藤 喜 章  池 谷 寿 男
建設厚生常任委員会  湯 川 六 昭  水 越 　 昭  渡 辺 胆 男  藤 原 光 政  佐 藤 一 仁
広 報 常 任 委 員 会  杉 本 秀 明  渡 辺 胆 男  池 谷 寿 男  佐 藤 一 仁
議 会 運 営 委 員 会  渡 辺 胆 男  白 井 勝 光  湯 川 六 昭  杉 本 秀 明

委 員 会 名 委 員 長 副委員長 委　　　　　　員

◯正副議長
議　　　長 　 佐 藤 喜 章
副　議　長 　 池 谷 寿 男

平
成
22
年
春
の
叙
勲
受
章
者
が
、
４
月
29
日
付
け
発
表
と
な
り
、
久
保
地
区
の
出
羽

公
昭
さ
ん
が
「
端
宝
単
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
７
日
に
山
梨
県
知
事
よ
り

伝
達
さ
れ
、
５
月
10
日
皇
居
に
て
天
皇
陛
下
に
拝
謁
の
栄
を
受
け
ま
し
た
。

出
羽
さ
ん
は
、
昭
和
38
年
に
消
防
団
に
入
団
し
、
以
来
永
き
に
渡
り
熱
い
消
防
精
神

を
持
っ
て
昼
夜
を
問
わ
ず
地
域
住
民
の
安
全
確
保
に
努
め
、
温
厚
な
性
格
と
強
い
責
任

感
を
持
っ
て
日
夜
職
務
に
励
み
、
消
防
活
動
に
献
身
的
な
努
力
を
し
、
こ
の
活
動
が
多

く
の
団
員
か
ら
の
信
頼
を
得
て
、
平
成
３
年
４
月
に
消
防
団
長
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。

団
長
就
任
後
は
、
積
極
的
に
団
員
相
互
の
協
調
と
連
帯
を
図
り
、
団
員
の
資
質
の
向

上
、
消
防
機
械
器
具
の
整
備
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
隣
接
市
町
村
で
あ
る
神
奈
川
県

津
久
井
町
（
現
相
模
原
市
）
と
の
消
防
相
互
応
援
協
定
を
積
極
的
に
進
め
、
消
防
力
体

制
の
確
立
に
努
め
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
春
の
叙
勲
に
お
い
て
瑞
宝
単
光
章
の
栄
誉
に

輝
き
ま
し
た
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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平
成
22
年
６
月
１
日
よ
り
道
の
駅
ど

う
し
の
管
理
・
運
営
を
次
の
指
定
管
理

者
が
行
い
ま
す
。
指
定
管
理
者
は
、
村

１
０
０
％
出
資
の
会
社
で
す
。

指
定
管
理
者

南
都
留
郡
道
志
村
９
７
４
５

株
式
会
社
　
ど
う
し

代
表
取
締
役
　
大
田
　
昌
博

指
定
期
間

平
成
22
年
６
月
１
日
～

平
成
25
年
３
月
31
日

道
志
村
将
棋
部
主
催
に
よ
り
女
流
棋

士
と
の
対
局
会
が
５
月
８
日
午
後
１
時

か
ら
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
招
か
れ
た
女
流
棋

士
は
日
本
将
棋
連
盟
所
属
　
女
流
棋
士

山
口
恵
梨
子
初
段
で
平
成
20
年
４
月
に

プ
ロ
入
り
し
た
ば
か
り
の
新
進
気
鋭
の

棋
士
で
将
来
を
期
待
さ
れ
て
い
る
若
手

棋
士
で
す
。
対
局
会
に
は
道
志
村
将
棋

部
の
皆
さ
ん
と
多
面
差
し
に
よ
る
対
局

と
模
範
対
局
も
行
わ
れ
ま
し
た
が
予
想

以
上
の
プ
ロ
の
実
力
に
対
局
者
は
驚
い

て
い
ま
し
た
。

こ
の
対
局
の
様
子
は
将
棋
の
月
刊
誌

「
将
棋
世
界
」
７
月
号
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

４
月
29
日
�（
木
・
祝
）
�小
瀬
陸
上
競

技
場
に
お
い
て
、
道
志
村
・
都
留
市
の

合
同
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
サ
ン
ク
ス
デ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
道
志
村
の
子
供
た
ち
も
試

合
前
に
計
画
さ
れ
た
キ
ッ
ズ
の
試
合
と

入
場
す
る
選
手
の
エ
ス
コ
ー
ト
に
と
大

活
躍
で
し
た
。
キ
ッ
ク
オ
フ
前
に
は
、

大
田
村
長
よ
り
「
は
ま
っ
子
ど
う
し
」

を
両
チ
ー
ム
へ
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

サ
ポ
ー
ト
や
観
戦
な
ど
で
道
志
村
か

ら
も
１
０
０
名
余
り
の
村
民
が
応
援
に

駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、
コ
ン
サ
ド
ー

レ
札
幌
に
４
�︱
�１
で
快
勝
し
、４
連
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

Ｊ
１
へ
の
昇
格
を
果
た
す
た
め
、
昨

シ
ー
ズ
ン
に
引
き
続
き
「
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ

Ａ
Ｎ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
戦
っ
て
い
る

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
で
は
、
引
き
続

き
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
道
志
村
の
皆

さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
会
場
へ
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
、
一
緒
に
ス
タ
ジ
ア
ム

を
ブ
ル
ー
に
染
め
、
迫
力
あ
る
プ
ロ
サ

ッ
カ
ー
を
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

道志村トピックス

指
導
対
局

同
時
に
４
人
を
相
手
に
多
面
差
し
を

行
う
山
口
女
流
プ
ロ

道
の
駅
ど
う
し
が

民
営
化
さ
れ
ま
し
た

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

道
志
村
・
都
留
市
合
同
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
サ
ン
ク
ス
デ
ー

女
流
プ
ロ
棋
士

山
口
恵
梨
子
さ
ん
 と
の

対
局
会
か
開
催
さ
れ
る

VF 甲府選手達と記念撮影

選手と同じピッチで試合を行いました
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６月２日は横浜開港記念日です。

最初は日米修好通商条約により1859年（安政
６年）の７月４日（現代の６月５日）に開港され
る予定でしたが、最恵国条款により７月１日（現
代の６月２日）に開港されました。横浜市では開
港記念祭としてバザーを始め様々な催しが開催さ
れます。道志村とかかわりの深い横浜市の記念日
ですので是非足をお運びください。

慶

弔

菅
すが

谷
や

圭
けい

志
し

くん（東和出村）

平成19年10月31日生
父��章博さん　母��公子さん

キジ　撮影　佐藤忠男さん（馬場）

「昔はよく見たが、最近では里まで下りてくるの
はめずらしい。しかもつがいで」と佐藤さん。

撮影場所　田代地区

歳時記歳時記歳時記

杉本さんで51人目となります。

●道志小学校に転任してきて
３月まで道志中学校に着任していましたが、４月

の人事異動にて道志小学校に転任してまいりまし
た。中学校には延べ12年間在籍し、関係各位のご協力
のもと、何事もなく子供達の教育に力を注げました
ことをお礼申し上げます。

また、35年間の教師生活にて初めて地元の道志小
学校に着任しまして、非常に楽しみにしております。

●教員をめざしたきっかけ
教育実習の時、道徳の授業を行ったところ、子供た

ちが非常に多くの悩みを持っている事を知り、子供
たちの成長の手助けが出来ればと思ったことが教員
を目指すきっかけとなりました。

●道志の子供たちの魅力
道志の子供たちは素直でかわいい。また、物事に一

生懸命取り組む意識が高い子供たちが多いと思いま
す。また、保護者も学校の教育方針に協力的で、現代
では地域の教育力が低下したといわれているが、道
志村は大丈夫だと思います。

●今後挑戦してみたいこと
子供たちの成長のため、人間の基礎となることを

しっかり身につけさせてあげたい。やればできる力
を持っている子供たちなので、高い要求をしていき
たい。

道志小学校　校長 杉本昭次

４月の掲載希望はありませんでした

写 真 募 集！！
みなさん自慢の園芸や手芸を広報に掲載し

ませんか？また面白い形の野菜や珍しい動物
などの写真がありましたら。お気軽に総務課ま
でご連絡ください。取材に伺います。


